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例 享

1．本書は奥尻空港進入灯台建設工事に伴う青苗遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2．本諸の編集、執筆は木村哲朗が行った。

3。発掘作業は以下のものが従事した。

天内千秋　荒谷恵子　小黒敏光　蛎崎美子　近藤美佐子　高田こと子　高田サキノ　手塚芳子

中沢一夫　三浦京子

4．整理作業の分担は以下の通りである。

土器接合◎復元◎拓本◎実測◎トレース：天内千秋、近藤美佐子

写真撮影◎現像：中沢一夫

石器実測◎トレース：木村哲朗

二

上　本書の略語は以下のように用いた。

駒ヶ岳起源の火山灰：Ko－d

20　本書の挿図は、奥尻島南部の遺跡分布図：1／25，000、遺跡周辺の地形図：1／2誇00

太グリット配置図e発掘区地形図つ／400、土器実測図：1／4

土器拓本図◎礫石器実測図つ／3、剥片石器実測図：1／2である。

3。本書の土器計測単位はcm、石器はmmである。

4。本書の挿図の向きは方位で記す。

5．写真図版の縮尺は各実測図◎拓本図の縮尺にあわせた。
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享二享　三三二三三
月語　調謹遥環

事業名　　奥尻空港整備事業◎進入灯台建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

委託者　　北海道

受託者　　奥尻町教育委員会

遺跡名　　青苗遺跡（貝塚台地北東斜面）

所在地　　奥尻郡奥尻町字青苗

調査面積　401r迂

調査期間　平成15年6月5日～11月28日（現場期間、平成15年6月13日～7月11日）

節　調査体制

奥尻町教育委員会 教育長　　　　山内傭介

課　長　　　　竹田　彰（平成15年9月30日まで）

局　長　　　　工藤　勇（平成15年10月1日から）

主　幹　　　　泉沢克尚

調査担当者　　木村哲朗

節　調膏に禦る緯鮭

奥尻空港整備事業による新空港建設に伴い、航空機誘導のための、進入灯台を新たに建設する必要

に迫られた。進入灯台の計3基のうちの最先端にあたる1基は、周知の青苗遺跡に建設することから、

平成13年7月進入灯台建設地点及びその造成のための取りつけ道路予定地2，000汀fの試掘調査を行っ

た。その結果、若干の縄文◎擦文土器等を検出し、遺物包含層であることから平成15年度の調査が決

定的となった。その後、進入灯台及びその取りつけ道路の地点が変更され、再協議の結果、平成14年

10月、新たに変更地点の試掘調査を行った。この時の調査では1ヶ所のみ遣物が確認され、70nf程の

範囲が調査地点に加わり、それと、平成13年の試掘調査で遺物包含地とし、変更のなかった一部の地

点と合わせて、計401r正を調査範囲とした。

磯節　調査霧法

調査方法はグリット発掘で、グリットは進入灯台取りつけ道路の中央線（直線部分）に並行して設

患南北軸は中央線に垂直にⅩ軸とし、東西軸は中央線に並行してy軸として、5mX5mのグリッ

トを設定した。グリットの呼称はⅩ軸をA～上　y軸を1～16とし、各北東端の杭名をグリット名と

した。大グリットは1mのメッシュで25分割して小グリットとし、包含層出土の遣物取り上げは、こ

の小グリットを基準に取り上げた。

調査は橙乱層や表土層をバックホーで除去し、除去後は手ぐわや移植ゴデによる調査となった。発

掘区は進入灯台建設用地である南東側と取りつけ道路予定地である北西側に分かれており、特に北東

側は30度を越える急傾斜の場所もあって、危険を伴う調査であった。
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図I－1　大グリッド配置図・小グリッド模式図

5節　旧石器確認調査

本遺跡では20nfの範囲において旧石器確認調査を行った。方法は、各班に長さ5m前後、幅1mの

トレンチを4ヶ所掘り下げ、場所によっては岩盤に到達するまで掘った。一部に炭化物の可能性があ

る黒い染みのようなものを検出したが、遺物は検出されなかった。

㊨節　遺物の分類

1　土　器

I群土器　縄文時代早期中葉のもの。

Ⅱ群土器　縄文時代早期末葉のもの。

Ⅲ群土器　縄文時代中期のもの。

Ⅳ群土器　擦文時代のもの。

2　石器

剥片石器は石鉄、楔形石器、ナイフ、つまみ付きナイフ、Rフレイク、Uフレイク、石核に、礫石

器は、石斧、すり石、たたき石、砥石、石皿、台石、石製品に分類した。

2



第Ⅱ章　奥尻島の位置と環境
1節　奥尻島の環境

奥尻島は北部日本海に浮かぶ面積143．886rガの、北海道最大の離島である。南からは対馬暖流に洗

われ、冬期には寒流のリマン海流の影響を受ける、日本海交易の要衝の島である。

北海道本島（むかえ）との距離も近いところで、大成町の帆越岬と島の北端に位置する稲穂岬との

間で18kmであり、本州との距離も、帆船の時代においても季節風に乗れば1日とかからず移動できた

という位置にある。“離”島は、逆に、人と人を結び付ける一役を担っていたといえよう。

もう一つ、奥尻島の環境を特徴づけるものに島を被う森の存在がある。奥尻島は日本海の北方に位

置していながら、対馬暖流の影響も強く受けるため、温暖であり且つ、豊富な水資源に恵まれた島で

もある。温暖な気候と豊富な水は島全体をブナを中心とした緑の森で被い、豊な水を貯え、森は島の

周辺の海を豊な漁場にしてきた。現在においても、全面積の84％が森林で占めている。林相もヤブコ

ウジ、シュンランなど“むかえ’’では見ることのできない暖地系の植物が認められるほか、ダケカン

、l一　㌧／
、　　　、／　　－

／
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／lr卜己

一、、・．
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1　青苗遺跡

2　育苗B遺跡

3　奥尻空港遺跡

4　ワサビ谷地川右岸遺跡

5　青苗砂丘遺跡

6　ワサビ谷地川左岸遺跡

7　赤川遺跡

8　赤川2遺跡

9　米同遺跡

10　砥石線遺跡

尻一空ノ塔
Jt1、　－－

、、．

11米岡神社遺跡

12　砥石遺跡

13　大寺屋敷遺跡

14　光岡5遺跡

図Ⅱ－1　奥尻島南部の遺跡分布図
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バなどの北方系の樹木も成育するなど、植物の世界でも南北の植生が交錯する状況となっている。

こうした恵まれた自然環境が、北から、南から渡来した人々を受け入れる経済的基盤となったこと

は間違いないであろう。

奥尻島は淘　まさに森の“揺り藍”に育まれ成り立った文化交流の拠点とも言えるのである。

′′二　二㍉二よ⊥十弓∴㌍∴と＿羞工

青苗遺跡は、奥尻島の南鼠　青苗地区、標高20～30mの海岸段丘及びその段丘に続く、標高10～20

mの斜面上に位置する。遺跡の南東部は主に擦文時代の貝塚や銑製錬遺構の検出された、貝塚台地地

区や、墳墓の発見された山本台地地区があり、遺跡の中央部の墓所前三叉路地区や、西部のA地区、

北部のカベ山（C地区）にかけては縄文時代中期の遺構⑳遺物が検出されている。概して現在の市街

地に近いところに擦文時代の遺跡が、それから離れるに従い、縄文時代の遺跡が認められるという傾

向がある。これは、もともと縄文遺跡が全体を占めていたところ、天然の良港である青苗湾に近い東

南側を中心に擦文人が居住し、縄文遺跡を破壊したことに因るものと考えられる。

縄文遺跡の中では、台地上の平坦面に、縄文時代中期の生活の場が、それより外れた、台地の線や

斜面上には縄文時代早期の生活の場が検出される傾向がある。これも、縄文時代中期の遺跡によりそ

れより古い時代の遺跡が破壊され、周辺部のみにそれらが残ったためといえよう。

∵皇　∴二〕三二・二ご′′工∴∴

青首遺跡は、現在周知されている島内の遺跡の中で最大規模であり、古くは1924年　昭和鋸　に発

表された深瀬春一の「奥尻島紀行」にその一部である青苗貝塚が紹介されている。その徴　用胡年

（昭和24）に、江差高校による調査や1959年鳩和25）の札幌西高校の調査をはじめ、鈴木尚や桜井

清彦による調査など古くから注目された遺跡であるが、その主な対象は貝塚部分であった。

1976年（昭和54）から行われた、道々奥尻島線将軍線　青首市街～奥尻空港間道路整備事業に伴

う発掘調査では、縄文時代中期を中心とする多くの竪穴住居跡や膨大な出土遺物を得、改めて縄文遺

跡としての青苗遺跡の存在がクローズアップされた。その後、1993年（平成5）の7月に起きた北海

道南西沖地震の復興工事に伴い、青苗遺跡が次々と調査され、1994年　平成鋸　の防災集団移転工事

に伴うA地区の調査では縄文時代中期前葉の遺跡が、漁業集落環境整備工事に伴うカベ山（C地区）

の調査で融垣文時代中期後薬～後期初頭の竪穴住居跡14軒等が検出。その後の漁業集落環境整備事業

においても、1995年においては、縄文時代早期の遺構◎遣物が（E地区）、1996年でも、縄文時代早期

～中期に至る遺構◎遣物が検出され（F地区）、改めて縄文時代の遺跡の広がりが確認されるに至った。

今回の調査区は、本遺跡の東側、貝塚などを含む貝塚台地の北東斜面上に位置している。斜面上の

貝塚台地の本体部は、擦文時代の包含層がかなり濃厚に遺存しているものと考えられる。また、斜面

の北西部にはE地区（現在は漁業集落環境整備に伴う道路造成で消滅）が広がり、沢を挟んで北側に

は、同じく上記の事業で消滅したカベ山（C地区）が存在していた。当地区の出土遣物においても、

縄文時代早期の遺構の遺物の存在から、E地区のF地区との繋がりが、擦文士器の復元個体が斜面上

部で検出されたことから、擦文遺跡の周縁部としての性格が、また縄文時代中期後葉の土器が検出さ

れたことからカベ山との繋がりが推察されるのである。

なお、包含層そのものは、上位に多く遣存する傾向があり、下位ほど流出が甚だしい。また北西側

の沢状地形部分は殆どが授乳を受けていた。
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図I－2　遺跡周辺の地形図
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図I－3　発掘区地形図
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瀾節　基客層序

土層断面は北西側はⅩ軸に沿ったIラインを、南東側はy軸に沿った2ラインに設定し、観察した。

なお、本遺跡は急斜面が調査区の大半を占めていたため、包含層は多く遺存していた場所と流出して

ほぼ残されていない場所があった。多く遺存していた場所は段丘上に近い地点で、そこでは、若干の

Ko－d層が残っている場所もあった。

I層：表土層。主に笹に被われていた層で、バックホーにより除去した。

Ko－d層：駒ヶ岳起源の火山灰層。

Ⅱ層：黒色土層。今回の調査では検出されなかったB－Tm（白頭山一苫小牧火山灰起源）層の上位

にある黒色土層で、主に擦文時代の遣物包含層。

Ⅲ層：黒褐色土層：縄文時代早期末葉を中心とする包含層。中期の遺物も出土。

Ⅳ層：褐色土層：縄文時代早期末葉を中心とする包含層。早期中葉の遺物も混ざる。

Ⅴ層：灰褐色土層：砂層を含む。唯積した場所と全く認められない場所とがある。

Ⅵ層：黄褐色土層：ローム層である。旧石器確認調査の対象土層。遺物は検出されず。

因訃一周，土層断面憫（瑠）
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2節　遺　構

（1）フレイクチップ集中地点

遺　構

南東側、E－2区のⅣ層に検出された。フレイクチップの他、割れたたたき石1点が検出され、当

地点とセット関係にあったものと考えられる。なお、この地点の東側、E－1グリットからは、1点の

たたき石が検出されており、当地点との関わりが注目される。周辺からⅡ群土器が出土していること、

Ⅳ層上面からの検出であることから、縄文時代早期末葉頃の遺構と考えられる。

三笠蟄
句　く豊

図Ⅲ－3　フレイクチップ集中地点と出土遺物

遺　物

1はたたき石である。敲打痕は下部を中心に腹面や側面、背面にも認められる。下部が最も使いこ

まれ、大きく挟れる。フレークチップは計102点の出土である。

表Ⅱ－1　フレイクチップ集中地点出土遺物一覧表

恥． 種　　 類 長 さ （mm ） 幅 （m ） 厚 さ （mm） 重 量 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 た　 た　 き　 石 112 ．2 6 5．0 76 ．7 6 9 8 花 崗 閃 緑 岩 1 割 れ た 状 態 で 出 土

（2）集石遺構

北西側、I－10区のⅣ層下位から検出された。集石は

ほぼ1nfの範囲内に分布する。礫は、直径5～10cd位の

ものが主体で、その機能・用途は明らかでないが、同地

点出土のたたき石と形状、大きさ等が類似していること

から、たたき石用の礫を保管していた場と受け取られな

くもない。時期は層位や周りの出土遺物等から、縄文時

代早期末葉と考えられる。
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図Ⅲ－4　集石造構図
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全部で150点の出土である。そのうち復元個体は1体である。

I群土器：縄文時代早期中葉のもの。貝殻条痕文土器である。1◎2がこれにあたる。

1e2は同一個体の破片と考えられる。出土地点はともに北西側のI－9区でこの2点が今回の調

査で確認された唯一のI群土器である。

Ⅱ群土器：縄文時代早期末葉のもの。中茶路式、コッタロ式、東釧路Ⅳ式などに相当するもの。3

～15がこれにあたる。土器破片としては最も多い出土である。

3～9は微隆起線文の施されたものである。3◎4は微隆起線文の間に短縄文が施されたものであ

る。3は微隆起線文と短縄文帯が交互に水平に施されているが、4はそれらが幾何学的にはどこされ

たものと考えられる。5～7は徴隆起線文の間に斜行縄文が施されているもので、ともに微隆起線文

施文後に縄文を施す。8は微隆起線文の間に2種類の異なる原体による絡条体圧痕文が認められるも

の。目の細かい絡条体圧痕文は上位は横方向、下位は縦方向に施されている。9は綾銘文の施された

ものである。10～12は羽状撚糸文の施されたもの。10は当該期唯一の目線部の破片で、刺突列が3段

めぐる。11◎12は胴部破片である。13～15は縄文の施されたもので、13には経絡文が認められる。14◎

15は縄文のみのもので、14は原体の異なる2種類の縄文が施されている。15が斜行縄文の施されたも

のである。

Ⅲ群土器璃垣文時代中期のもの。中期前葉から後薬にかけてのものが断片的に検出されている。

16～18は沈線文の施されたもので、臓ま2条鼠組の沈線が認められ、17では3条以上の平行沈線が

認められる。18は目線部の破片でm唇に斜め方向の刻みが認められ、地文には斜行縄文が施されてい

る。19も日録部の破片で3本の縄線文の認められるものである。地文は摩滅して明らかではない。20

～23は地文のみのものである。20は胴部下位の部分の破片。22は斜行縄文，23は撚りの異なる2種類

の縄文を使って羽条に施しているものである。

Ⅳ群土器：擦文時代のものである。復元個体が五体、］「－7区、当発掘区の境界ぎりぎりの地点か

ら出土した。

24は底部が張り出し、胴部が内湾し立ち上がり、日録部の大きく開く深鉢形土器である。打唇の断

面形状は丸みを持つ。口唇直下には、2条、頚部には1条の横走沈線が巡る。日録部から胴部にかけ

て縦位のパケメ状擦痕が認められる。内面は日録部には横隊胴上部には斜私胴下部には縦位のミ

ガキが施されている。色調は外面は黒褐色～褐色、内面は黒褐色～黄褐色である。

25◎26は目線部の破片で、ともに口唇直下に沈線文のめぐるものである。25は2凰　26は3条の沈

線が認められる。形状は25が僅かに内湾する。27～30は胴部の破片である。27には縦位の沈線が認め

られるもの。28～30は無文のものであるが、3点とも縦位の整形痕が認められるものである。
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表Ⅳ－1復元土器一覧表
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図Ⅳ－1　土器と出土状況図
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靴）． 分 類 グ リ ッ ド 層　 位 器　 高 口　 径 底　 径 器　 厚 備　　　　　　 考 図番

1 Ⅳ 1 － 8 Ⅱ 27 ．3 2 9．2 8 ．3 0 ．6 図番 29 と同一個 体か 24
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表Ⅳ－2　拓本土器一覧表

恥． 分類 グリット 層位 部位 文　　　　　　　　 様 備　　　 考 図番

1 I 1 －9　　C －2 Ⅳ 胴　 部 貝殻条痕文 e沈線文 2 と同一個体 1

2 I 1 －9　 a －3 Ⅳ 胴　 部 貝殻条痕文 e沈線文 1 と同一個体 2

3 廿 試掘 胴　 部 微隆起線文 e短縄文 3

4 Ⅱ 1 －11　 e －5 Ⅲ 胴　 部 微隆起線文 e短縄文 4

5 ≠ 1 － 9　　a － 1 Ⅲ 胴　 部 微隆起線文 e縄文 5

6 Ⅲ E －2　 b － 3 Ⅲ 胴　 部 微隆起線文 も縄文 6

7 Ⅲ H －9　 d － 1 Ⅳ 胴　 部 微隆起線文 e縄文 7

8 廿 E － 1　 e －3 Ⅳ 胴　 部 徴隆起線文 e絡条体圧痕文 8

9 1 I －12　 e －2 Ⅳ 胴　 部 微隆起線文 e綾絡文 9

10 甘 H － 9　 e －2 Ⅳ 日録部 刺突文 。羽状撚糸文 10

11 I I － 9　　C － 1 Ⅲ 胴　 部 羽状撚糸文 11

12 廿 1 － 9　　a － 1 Ⅲ 胴　 部 羽状撚糸文 12

13 甘 H －9　　C －2 Ⅲ 胴　 部 羽状撚糸文 e綾露文 13

14 I H －10　 d 1 5 Ⅲ 胴　 部 縄文 14

15 ≠ D －1　 a － 1 Ⅲ 胴　 部 縄文 15

16 Ⅱ I－1l　 c －5 Ⅲ 胴　 部 沈線文 e縄文 16

17 Ⅲ D － 2　 b － 3 Ⅲ 胴　 部 沈線文 。縄文 17

18 Ⅲ E －2　 b － 3 Ⅲ 目線部 沈線文 e縄文 18

19 Ⅲ E － 1　 a －3 Ⅲ 目線部 縄線文 e縄文 19

20 Ⅲ 1 －10　 d － 1 Ⅲ 胴　 部 縄文 20

1 21 Ⅲ H －13　 C －5 Ⅲ 胴　 部 縄文 21

22 Ⅲ I－11　 C －4 Ⅲ 胴　 部 縄文 22

23 Ⅲ 裸乱 胴　 部 縄文 23

24 Ⅳ E － 1　 b －4 Ⅱ 目線部 沈線文 25

25 Ⅳ H －8 Ⅱ 口綾部 沈線文 26 ！

26 Ⅳ H －10　 b －2 Ⅱ 胴　 部 沈線文 27 ！

27 Ⅳ H －9　 b －2 廿 胴 。部 無文 28 ！

28 Ⅳ I－ 8 Ⅱ 胴　 部 無文 図番24と同一個体か 29 】

29 Ⅳ H － 8 廿 胴　 部 無文 30

2節　右一番

計398点の出土である。フレークチップを除くと、全体として礫石器が多い。そのうちたたき石は

43点と大半を占める。

石　鍍

計2点の出土である。1は無茎のもので黒曜石製、鉄身は極めて丁寧な剥離による整形を行ってい

る0　2は有茎のもので貢岩製。2に較べると鉱身は厚く、刃部の整形も若干雑である。3は石鉄未製

品と考えられる。

つまみ付きナイフ

計3点の出土である。4◎5はかろうじてつまみ部を作出しているのが確認できたことから、つま

み付きナイフとしたが、ともに厚みがあり、5などは刃部の加工も中途半端で、習作の可能性がある。

月



6は丁寧な剥離により刃部を作出したものである。7も破損品と考えられるもの。6◎7はともに腹

面のみの加工で、背面には2次的な刃こぼれが認められる程度。4点とも貢岩製である。

削　器

H－15区から8が1点のみ出土している。腹面の一側線のみを加工し、刃部としている。石材は貢

岩である。

Rフレイク

ここでは、2次剥離を受けているが、石器の器種を特定できないもの9をRフレイクとした。

石　櫨

比較的多く、11点が出土している。分布は南東側が圧倒的に多く、9点が出土している。

原　石

全部で17点の出土である。出土地点は南東側に多く、特にE－2区では6点が出土している。

石製晶

2点の出土である。10は緑色泥岩製で、整形のありかたなど磨製石斧と似るが、刃部はなく、その

機能、用途は不明である。H－13区の出土。11は、泥岩製の自然石に、人工的に穿孔した石製品と考

えられる。H－10区からの出土である。

ソレイクチップ

一部の安山岩製のものを除き、殆どが貢岩である。南東側からは111点、北西側からは166点が出土

する。多く出土したグリットは、南東側ではE－1◎2区、北西側ではH－14区である。

すり芭

全部で6点の出土である。そのうち、包含層出土のものを全て図示した。南東側から1点、北西側

から3点の出土である。12は、南東側より出土した唯一のものである。敲打調整がほどこされている

こと、すり面の幅が広いことなどは、北海道式石冠に似る。13◎14は断面三角のものである。13◎14

ともに敲打痕が認められる。15はすり面の幅が広く、器体に対してすり面が斜めに施されているもの

である。すり面以外の器体には敲打整形が施されているほか、側線部に擦痕が認められる。すり面は

平らであるが、擦痕は認められない。石質は安山岩である。

たたき石

全部で43点の出土である。南東側からは8点、北西側からは30点の出土で、そのうちH－10区から

5点、I－10区からは12点が出土する。このうち南東側のもの3点、北西側のもの14点を実測した。

16～18は南東側のもの。17は敲打面として使われた下部が大きくえぐれているものである。18は各面

を敲打面として利用しているほか、側面下部をすり面として利用できるように、平らにしているが

擦った跡はない。16は全体に敲打痕が認められるもので、敲打痕が隙間なく全面を被っているもので

ある。19～33は北西側のもの。19◎20◎23～27◎30～32は、主に下部を使用しているものである。19◎

25が下端部以外も使用しているもので、25は局部的ではあるが全面に敲打痕が認められる。28は腹面

に敲打痕が、29は側線の下部にそれが認められる。33も25同様、局部的ながら全面に敲打痕が認めら

れるが、下部に敲打痕が線状に施されており、線状の部分に先端の鋭いもので引っ掻いた跡が認めら

れ、異質の観を呈する。おそらく、装飾的な文様をえがいたものと考えられる。大きさは、21◎23e

26◎27◎30～32など小さいものが比較的目立つ。30にはすり面が認められる。

砥　石

34e35の2点が出土している。34は南東側、35は北西側の出土である。

石　皿

36ほか計2点が北西側のI－10◎11区から出土している。36は安山岩製である。

12



台　石

37はか計3点が北西側のI－10・12区より出土している。

⊂二二＞

く＝フ

図Ⅳ－2　石器（1）
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図Ⅳ－3　石器（2）



くここ⊃34
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35

因Ⅳ－4　石器（3）

表Ⅳ－3　石傲一覧表

⊂⊃37

恥．グリット名層位長さ（皿）幅（mm）厚さ（mm）重量（g）石　材図番備　　　　　　考

1H－12　d－4Ⅳ29．9 12．8 2．3 1黒曜石1無柄

2H－14　e－5Ⅲ39．2 13．4 6．1 1頁　　岩2有柄

3I－10　d－1Ⅳ36．1 18．4 4．8 3頁　　岩3未製品

表Ⅳ－4　つまみ付きナイフ一覧表

No． グ リッ ト名 層 位 長 さ （mm） 幅 （m m） 厚 さ （mm） 重量 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 D － 2　 C － 2 Ⅲ 41．5 29．4 13．9 14 頁　　 岩 4 一側線両面 ・一側線片面加工

2 F － 1　 b － 4 Ⅲ 70．2 36．0 12．3 27 頁　　 岩 5 一側 線片 面加 工

3 H －12　 e － 5 Ⅳ 6 2．1 20．0 5．5 7 頁　　 岩 6 両側 縁片 面加 工

4 拡 張 区 Ⅲ 3 7．1 29．9 3．8 3 貢　　 岩 7 両側 線片 面加 工

表Ⅳ－5　削器一覧表

恥． グ リ ッ ト名 層 位 長 さ （m m） 幅 （mm） 厚 さ （m m） 重 量 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 H －15　 a － 2 Ⅱ 7 1．0 4 0．9 23．1 5 1 頁　　 岩 8 一側線 片面 加 工
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表Ⅳ－6　石核一覧表

恥． グリット名 層位 長さ（mm） 幅 （m m） 厚 さ（mm） 重義 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 D － 1　 e － 1 Ⅲ 40．7 4 3．7 23．7 36 頁　　 岩

2 D － 1　 e － 5 Ⅲ 76．1 48．9 63．6 2 55 頁　　 岩

3 D － 2　　 e － 3 Ⅲ 56．2 4上6 36．7 8 0 貢　　 岩

4 E － 1　 b － 5 Ⅲ 4上9 3上6 38．0 4 1 貢　　 岩

5 E － 1　 e － 5 Ⅳ 3 6．8 射．5 32．6 55 貢　　 岩

6 E － 2　　 C － 2 m 28。3 37．3 22．6 2 1 頁　　 岩

7 E － 2　　 d － 2 Ⅳ 28．6 35．2 24．7 18 頁　　 岩

8 E － 2　 d － 3 Ⅲ 86．0 58．0 73．0 250 頁　　 岩

9 F － 2　　 a － 2 Ⅳ 130．0 68．5 98．0 815 頁　　 岩

10 H －10　 e － 2 Ⅲ 42．6 69．0 6 7．5 86 頁　　 岩

11 I －14　 a － 2 Ⅲ 52．1 46．5 2上4 46 貢　　 岩

表Ⅳ－7　Rフレイク一覧表

恥． グリッ ト名 層位 長さ（mm） 幅 （mm） 厚 さ（mm） 重量（g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 I －10　 d － 3 Ⅲ 80．0 53．8 20．3 82 貢　　 岩

2 試掘 3上0 47．5 12．5 20 貢　　 岩 9

表Ⅳ－8　日フレイク一覧表

恥． グ リッ ト名 層位 長さ（mm） 幅 （mm） 厚さ（mm） 重量 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 H －13　 e －5 m 5 7．0 29．9 10．1 8 頁　　 岩

2 H －13　 e －2 Ⅲ 8工4 36．9 19．5 16 安 山 岩

3 H 一日 輝乱 86．8 70．5 22．9 53

4 I －10　 a －4 Ⅲ 152．0 84．0 6 L O 374 安 山 岩

5 I －11　 b － 1 Ⅲ 106．0 57．5 2 4．5 122 頁　　 岩

6 I －13　 b － 2 Ⅲ 88．6 3 6．4 15．1 4 2 安 山 岩

表Ⅳ－9　石製晶一覧表

No． グリット名 層位 長さ（mm） 幅 （mm） 厚さ（mm）重量（g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 H －13　 e －4 m 59．7 44．0 9．2 34 緑色泥岩 11

2 I －10　 e －2 Ⅲ 45．5 4上2 4．4 7 泥　　 岩 10 自然礫に穿孔

表Ⅳ－10　すり石一覧表

恥． グ リッ ト名 層位 長 さ （m m） 幅 （mm） 厚 さ （mm） 重量 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 E － 2　 d － 2 m 55．6 100．9 37．8 214 安 山 岩 12 ほぼ 前面 に敲打 調 整

2 H －10　 b － 3 Ⅲ 78．7 140．1 4 7．4 740 花崗閃緑岩 13 断面三 角

3 H －12　 e － 1 Ⅲ 92．2 168．0 6 5．1 1，340 花崗閃緑岩 14 断面三 角

4 I －10　 a － 5 Ⅳ 6上5 9 3．8 3 3．1 268 花崗閃緑岩 15 器 面全 体 に敲打 調整

5 試掘 73．0 15 5．0 5 5．0 790 花崗閃緑岩 断面三 角

6 試掘 77．0 12 3．0 4 7．8 5 70 安 山 岩 板 状礫 を使 用

表Ⅳ－11たたき石一覧表（1）

恥。 グ リッ ト名 層 位 長 さ （m ） 幅 （mm） 厚 さ （mm） 重 量 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 D － 1　 d － 1 Ⅲ 5 3．0 6 7．8 33．9 136 安 山 岩 欠損

2 D － 1　 e － 2 Ⅲ 6 7．1 63．3 34．1 192 安 山 岩

3 D － 1　 e － 5 Ⅲ 1 15．5 42．9 48．7 328 安 山 岩 腹面 に敲 打痕

4 D － 2　　 e － 3 撹乱 98．3 54．2 57．1 323 花崗閃緑岩 下部 、腹 面 に敲打 痕

5 E － 1　 e － 4 Ⅲ 83．5 62．6 4 3．6 333 安 山 岩 16 器面 全体 に敲 打痕

6 F － 1　 a － 1 Ⅲ 8 7．6 36．8 37．0 186 花崗閃緑岩 焼 け

7 F 一一1　 a － 5 Ⅲ 113．2 52．2 6 0．9 4 44 花崗閃緑岩 17 下部、 側線 に敲打痕

8 F － 1　 b － 1 Ⅲ 90．4 4 8．5 30．5 169 安 山 岩 18 前面 に敲打 痕
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表Ⅳ－12　たたき石一覧表（2）

恥． グ リッ ト名 層位 長 さ （mm） 幅 （mm） 厚 さ （mm） 重 量 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

9 H － 9　　 e － 5 Ⅲ 68．4 84 ．6 6 0．5 290 安　 山 岩 欠 損

10 H －10 溌 乱 70．5 49．6 2 5．8 81 安 山 岩 欠 損

11 H －10　 b － 4 Ⅲ 89．8 53．3 36 ．4 239 花崗閃緑岩 19 下部 、腹 面、 側線 に敲 打痕

12 H －10　 C － 3 Ⅲ 69．6 4 1．2 25 ．1 8 5 安 山 岩 全面 に敲 打痕

13 H －10　 d － 1 Ⅲ 98．2 72．4 44 ．8 48 1 安 山 岩 20 下部 に敲 打痕

14 H －10　 e － 3 Ⅲ 76．1 4 7．9 27 ．4 154 花崗閃緑岩 側線 に敲 打痕

15 H －12　 C － 1 Ⅲ 4 9．7 46 ．5 38．7 14 7 花崗閃緑岩 下部 に敲 打痕

16 H －12　 e － 2 Ⅲ 78．2 70 ．0 27．2 180 玄 武 岩 両側線に敲打痕。石錘未製品 ？

1 7 H －13　 d － 2 Ⅲ 4 5．3 37 ．7 25．8 29 安　 山 岩 2 1 下 部、 腹面 に敲 打痕

18 H －14　 C － 2 Ⅲ 9 1．0 43 ．3 3 9．6 223 安　 山 岩 22 下 部腹 面 に敲打 痕

19 H －14　 e － 2 Ⅲ 4 7．8 47．3 36 ．5 98 安 山 岩 23 下 部 に敲打 痕

20 I － 9　　 a － 4 Ⅲ 48．6 4 5．3 43 ．9 119 安 山 岩 欠損

21 I － 9　 b － 5 Ⅲ 42．2 3 7．1 53 ．8 70 安 山 岩 欠損

22 I － 9　　 C － 4 Ⅳ 78．2 6 5．2 45 ．3 2 18 安 山 岩 欠損

23 I －10　 a － 1 Ⅲ 6 1．6 3 7．9 23 ．1 8 7 安 山 岩 24 下部 に敲 打痕

24 I －10　 a － 2 Ⅲ 5 5．5 49 ．6 23．1 66 安 山 岩 欠損

25 I －10　 a － 3 Ⅲ 6 9．8 6 1．0 26．3 178 安 山 岩 欠損

26 I －10　 a －4 Ⅲ 9 2．0 47 ．5 2 8．2 164 安 山 岩 2 5 全面 に敲打 痕

27 I －10　 a － 4 Ⅳ 5 7．9 63 ．2 2 6．3 140 安　 山 岩 26 下 部 に敲打 痕

28 I －10　 b － 3 Ⅳ 49．4 4 5．5 3 1．1 93 花崗閃緑岩 欠 損

29 I －10　 b － 4 Ⅲ 6上6 4 3．3 45 ．0 14 4 安 山 岩 27 下 部 に敲 打 痕

3 0 I －10　 b － 4 Ⅳ 70．2 4 0．7 28 ．0 95 安 山 岩 下部 に敲 打痕

3 1 I －10　 C － 1 Ⅳ 86．9 5 6．5 29 ．1 20 4 花崗閃緑岩 下部 、腹 面 に敲打 痕

32 I －10　 C － 2 Ⅳ 75．6 5 2．0 37 ．6 17 1 安 山 岩 腹面 に敲 打痕

33 I －10　 C － 3 Ⅳ 123．7 65 ．0 59．7 540 安 山 岩 28 腹面 に敲 打痕

34 I －10　 C － 4 Ⅳ 96．2 64 ．6 2 7．4 223 花崗閃緑岩 29 側 線 の下 部 に敲打 痕

35 I －1 1　 a － 5 Ⅳ 6 1．2 52 ．2 3 2．8 149 安 山 岩 3 0 下 部 に敲打 痕、 側線 に擦 り

36 I －11　 b － 4 Ⅳ 45．2 45．4 38 ．9 89 安 山 岩 3 1 下 部 に敲打 痕

37 I －13　 b － 3 Ⅲ 64．2 38．8 33 ．0 109 安 山 岩 32 下 部 に敲打 痕

3 8 I －14　 a － 3 Ⅲ l

l

！

！

i

i

86 ．3 5 1．2 38 ．0 94 花崗閃緑岩 33 全面に敲打痕、下部 に刻みあ り

3 9 試掘 123 ．0 77．0 36 ．5 6 90 花崗閃緑岩 下 部、側 線 に敲 打痕

40 試掘 51．7 53 ．7 34 ．3 96 花崗閃緑岩 欠損

4 1 試掘 4 3．6 36 ．7 28 ．4 58 花崗閃緑岩 下部 に敲 打痕

42 試 掘 6 5．9 35 ．0 33．4 12 1 花崗閃緑岩 全面 に敲 打痕

43 試 掘　 l 7工0 48 ．0 29．9 133 花崗閃緑岩 焼 け。 下 部 に敲打 痕

表Ⅳ－13　砥石一覧表

No． グ リッ ト名 層 位 長 さ （mm） 幅 （mm） 厚 さ （m m） 重 量 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 E － 1　 b － 1 Ⅲ 62．8 5 0．3 2 1．1 70 泥　　 岩 34

2 H －10　 C － 1 Ⅲ 194．0 12 2．5 73．0 1，790 泥　　 岩

3 H －10　 d － 2 Ⅲ 50．6 34．2 11．6 3 1 35

4 I －10 擾乱 10 3．3 73．3 31．6 19 4 泥　　 岩

表Ⅳ－14　石皿一覧表

No． グ リ ッ ト名 層位 長 さ （m ） 幅 （mm） 厚 さ （mm） 重 量 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 I －10　 b － 5 Ⅲ 122．7 73．8 2 0．5 147 安 山 岩

2 I －11 裸 乱 16 1．0 132．0 2 2．3 525 安 山 岩 1

3 試掘 104．0 8 6．0 4 1．5 3 75 安 山 岩

表Ⅳ－15　台石一覧表

Nb． グ リッ ト名 層位 長 さ （mm） 幅 （m ） 厚 さ （mm） 重量 （g ） 石　 材 図番 備　　　　　　 考

1 I －10　 a － 2 Ⅲ 198．0 186．0 13 3．0 5，600 安 山 岩

2 I －10　 C － 3 Ⅲ 204．0 8 1．5 2 7．9 520 安 山 岩 37

3 I －12　 e － 4 Ⅲ 172．0 179．0 116．0 4，320 安 山 岩
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享l…享　子　三

当遺跡からは遺構はフレイクチップ集中地点1ヶ所、集石1ヶ所が確認されたほか、約548点の遺物

が出土した。

本章では、当遺跡の特徴について、遺跡と遺物の面から述べたい。

航．道瀾瞳崇劉鉢竃

当発掘区は北西側と南東側に分かれているが、出土土器はともに、縄文時代早期末葉が主体である

ことから、当遺跡もほぼ同時期のものであると考えられる。またフレイクチップ集中地点や集石など

が検出され、C◎E◎F地区では、縄文時代早期末葉の作業領域と考えられる場が、台地の線を中心

に認められており、ここも、この時期における作業領域の一部と捉えることができよう。

いっぽう、南東側からはフレイクチップ集中地点、北西側からは集石が検出され、2つの地点にお

ける場の性格の違いも認められる。南東側から出土した発掘区出土遺物の特徴は、石核が圧倒的に多

いこと、フレイクチップや原石が比較的多く出土することである。このことから当側では、原石を持

ち込み、有用なフレイクを取り出す作業を行っていたものと考えられる。たたき石はフレイクチップ

集中地点出土の1点を始め、南東側に9点が出土しているが、それらの中には、フレイクを取り出す

作業に用いたものであったであろう。一方、北西側に特徴的なのは、すり石◎石皿◎台石である。た

たき石も多く、I－10区を中心に30点が出土する。このことから、北西側で植物性食物（木の実など）

等の加工の作業をしていたことを伺わせる。

当時、台地の先端部にあたる南東側は直接海を望むことができ、一方北西側には沢がある。こうし

た天然の立地条件を利用したかたちで場を使い分けていたと捉えることができよう。

ただ、たたき石以外の遺物点数が極めて少なく、特に、南東側のフレイクチップは集中地点のもの

を含めても、213点と少ない。ここが作業に利用された場であったとしても、作業場として主要な位

置を占めていたとは言い難い。それには、当地点が斜面という活用しにくい場であったことにも理由

があろう。

2。遺物ざこ慧もも竃コ

当遺跡では4点のすり石と、43点のたたき石が出土した。当地点でのたたき石の数は、フレイク

チップの点数やすり石、石皿、台石の点数と較べて若干多く、たたき石の素材となる石を保管したの

ではないか推定される集石遺構の存在や発掘区全体における小磯の多さについて、調査中より疑問に

思っていた。ここでは、当地点出土のすり石、たたき石をいくつかのタイプにわけて説明し、その特

徴について述べたい。

すすり石のタイプ

A：断面三角のタイプ（13◎14）

B：すり面が広く、器体全体に敲打による調整がみられるもの（12◎15）

Aは縄文時代早期末葉の典型的なすり石の形である。それに対し、Bはすり面が広いこと、器体に

敲打による調整があるなど、北海道式石冠に近い印象を受ける。AとBは形状◎製作方法においてか

なり異質である。
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受宜たき石のタイプ

A：礫の下端や側線など一部に敲打痕をもつもの（17◎19～24◎26～29◎32）

B：礫の全面に敲打痕が認められ、また、敲打痕が広い範囲であるもの（FC集中1◎25）

C：広い敲打痕の一部をすり面として利用しているもの（18◎30）

D：礫の全面に敲打痕が認められ、一部に敲打による装飾的な文様があるもの（33）

E：礫の全面を敲打痕で被い尽くしているもの（16）

AとBはごく普通にみられるたたき石である。Cは広い敲打痕の一部をすり面として用いている。

敲打痕は、石の表面がざらつき、“おろしがね”のように何かを擦り潰すのに好都合なものであると

いうことを経験で学習したであろう。敲打痕を二次的にすり面として再利用した例はその後の時代の

ものにも多く発見されており、彼らの意識の中ではたたき石→すり石への変換は比較的容易であった

ようである。Dは基本的にはBと良く似ているが、下端部には敲打行為により意図的に付けられたと

見られる装飾文様のようなものがみられる。これが何を意味するかは不明であるが、これは、この石

で何かを叩いた結果ついたものというよりは、何かでこの石を叩いた結果付いたものと言えよう。そ

の意味でEも同様の範中に入るものかと考えられる。Eは礫の全面を敲打痕で被い尽くしているもの

で、これも、作業の結果ついたものではなく、何らかの理由でこの石を敲打痕で被い尽くした（言い

換えれば、敲打による器面の調整をした）ものといえよう。

器面全体を敲打痕で被い尽くす（つまり器面を敲打調整をする）という手法をみる限り、すり石の

Bタイプとたたき石のEタイプは共通している。あるいは、たたき石のEタイプのものにすり面にな

るような平坦面を敲打調整で作出したのが、すり石タイプBのNo15であり、それをすり石として活用

し、すり面が形成されたのがNo12なのかもしれない。

当遺跡はもともと、たたき石を用いてフレイクの取り出しや植物加工などを行っていたのであろう。

しかしその傍ら、上記のように様々な工夫をして、すり石、たたき石を利用してみたのであろう。本

地点は青苗遺跡全体からすれば、極めてアウトサイドな場所ではあるが、こうした場であるからこそ

様々な“遊び’ないし試みもできたのであろう。
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図版1

土層断面（I－9区）
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発掘調査状況（1）

発掘調査状況（2）
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図版3
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擦文土器検出状況
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図版5

轟

●

●●ヽ

27



儲
寓



青苗遺跡～貝塚台地北東斜面～

－奥尻空港整備事業◎進入灯台建設に伴う埋蔵文化財発掘調査－

2003年11月　　発行

発　行　　奥　尻　町　教　育　委　員　会

北海道奥尻郡奥尻町字奥尻317番地地先

℡01397（2）3890

印　刷　　㈱　長　門　出　版　社　　　印　刷　部

北海道函館市日乃出町11番13号
望翌0138（52）2461


